
（3） 令和５年２月１５日 （第３種郵便物認可） 第639号（ ５年２月号）令和道 路 ニ ュ ー ス

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

西
日
本
、
首
都
高
速
道
路
㈱
、

阪
神
高
速
道
路
㈱
、
本
州
四
国

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
名
古
屋

支
社
は
、
名
古
屋
第
二
環
状

自
動
車
道
の
有
松
Ｉ
Ｃ
（
外

回
り
）
・
鳴
海
Ｉ
Ｃ
（
外
回

り
）
、
東
海
環
状
自
動
車
道
の

山
県
Ｉ
Ｃ
・
大
野
神
戸
Ｉ
Ｃ
の

４
料
金
所
を
中
京
圏
初
の
Ｅ
Ｔ

Ｃ
専
用
料
金
所
と
し
て
、
令
和

５
年
４
月
18
日
（
火
）
０
時
か

ら
運
用
を
開
始
す
る
と
発
表
し

た
。

【
運
用
開
始
箇
所
】

▽
名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道

／
有
松
Ｉ
Ｃ
（
外
回
り
）

▽
名
古
屋
第
二
環
状
自
動
車
道

／
鳴
海
Ｉ
Ｃ
（
外
回
り
）

▽
東
海
環
状
自
動
車
道
／
山
県

Ｉ
Ｃ

▽
東
海
環
状
自
動
車
道
／
大
野

神
戸
Ｉ
Ｃ

※
有
松
Ｉ
Ｃ
（
外
回
り
）
お
よ

び
鳴
海
Ｉ
Ｃ
（
外
回
り
）
は
、

伊
勢
湾
岸
道
方
面
へ
の
入
口
と

同
方
面
か
ら
の
出
口
で
あ
る
ハ

ー
フ
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
。

【
運
用
開
始
日
時
】

令
和
５
年
４
月
18
日
（
火
）
０

時【
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
料
金
所
の
案

内
】

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
料
金
所
の
運
用

開
始
に
合
わ
せ
、
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
付
近
の
高
速
道
路
本
線

お
よ
び
一
般
道
の
案
内
標
識

に
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
の
標
示
板
を

設
置
し
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
で
利
用
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ

る
。

【
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
料
金
所
の
利
用

方
法
】

　

２
０
２
２
年
も
、
１
月

西
湘
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

50
周
年
、
４
月
新
東
名
開

通
10
周
年
、
12
月
東
京
湾

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
開
通
25
周
年
、
米
子
自
動

車
道
全
線
開
通
30
周
年
、
首
都
高
速
道
路

開
通
60
周
年
、
な
ど
多
く
の
道
路
で
節
目

を
迎
え
た
。

　

周
年
事
業
と
は
企
業
や
学
校
な
ど
の
団

体
や
組
織
の
創
業
や
設
立
、
道
路
の
開
通

な
ど
を
基
準
に
し
て
、
10
年
目
、
30
年
目

な
ど
の
キ
リ
の
良
い
節
目
の
時
期
に
、
こ

れ
ま
で
継
続
で
き
た
こ
と
を
記
念
し
て
行

う
事
業
で
あ
る
。

　

周
年
の
数
え
方
は
、
「
満
」
「
か
ぞ

え
」
ど
ち
ら
な
の
か
。
気
に
な
っ
て
調
べ

て
み
た
と
こ
ろ
、
『
数
え
方
の
辞
典
』

（
飯
田
朝
子
著
２
０
０
４
年
小
学
館
）
に

は
、
「
し
ゅ
う
ね
ん
【
周
年
】
」
は
、

「
あ
る
年
数
か
ら
数
え
て
、
過
ぎ
た
年

数
を
数
え
ま
す
。
（
中
略
）
ま
る
１
年

は
「
１
周
年
」
、
１
年
に

満
た
な
い
場
合
は
「
１
年

目
」
と
い
い
ま
す
」
と
あ

る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
例

え
ば
「
１
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
」
は
「
丸
１
年
が
経

過
し
た
２
年
目
」
に
実
施
す
る
こ
と
が
正

し
く
な
る
。
た
だ
、
実
際
は
主
催
す
る
側

の
考
え
方
で
１
年
目
に
行
っ
て
い
た
り
、

２
年
目
に
行
っ
て
い
た
り
し
て
い
る
。

「
満
」
で
数
え
る
こ
と
が
正
し
い
が
「
か

ぞ
え
」
で
あ
っ
て
も
誤
り
と
は
言
え
な
い

よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
周
年
事
業
は
社
員
や
取
引

先
、
お
客
様
へ
の
感
謝
の
表
明
を
目
的
と

す
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
が
、
近
年
で
は

こ
れ
に
加
え
、
新
た
な
広
報
の
き
っ
か
け

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
な
っ
て
い

る
。

　

道
路
事
業
者
の
周
年
事
業
は
、
整
備
効

果
の
公
表
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
や
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
の
実
施
、
特
設
サ
イ
ト
の
製
作
と
い

っ
た
内
容
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

　

道
路
は
、
多
く
の
人
に
と
っ
て
日
常
生

活
の
中
で
空
気
の
よ
う
に
「
当
た
り
前
」

の
存
在
と
な
っ
て
い
る
が
、
開
通
か
ら
の

歴
史
や
こ
れ
ま
で
の
効
果
を

振
り
返
る
こ
と
で
、
そ
の
価

値
を
改
め
て
知
っ
て
い
た
だ

く
貴
重
な
広
報
機
会
と
な
っ

て
お
り
、
近
年
で
は
様
々
な

工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、
中
日
本
高
速
道
路
で
は

２
０
１
８
年
に
東
名
高
速
開
通
50
周
年
と

『
人
生
ゲ
ー
ム
』
（
ル
ー
レ
ッ
ト
を
回
し

て
マ
ス
目
を
進
み
、
就
職
や
結
婚
、
出

産
、
家
の
購
入
な
ど
人
生
の
イ
ベ
ン
ト
を

経
な
が
ら
億
万
長
者
を
目
指
す
ロ
ン
グ
セ

ラ
ー
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
）
日
本
発
売
50
周

年
と
コ
ラ
ボ
し
、
東
名
高
速
道
路
と
新
東

名
高
速
道
路
を
舞
台
と
し
た
「
50
周
年
記

念
版
人
生
ゲ
ー
ム
」
を
製
作
し
た
。
異
業

種
と
の
コ
ラ
ボ
は
思
い
も
か
け
な
い
相
乗

効
果
を
生
み
出
し
た
だ
ろ
う
。

　

２
０
２
３
年
に
は
、
首
都
高
速
道
路
の

レ
イ
ン
ボ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
が
開
通
30
周
年
を

迎
え
る
。
他
に
も
日
本
初
の
プ
ロ
サ
ッ
カ

ー
リ
ー
グ
で
あ
る
Ｊ
リ
ー
グ
開
始
30
周

年
、
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
小
説
『
星

の
王
子
さ
ま
』
出
版
80
周
年
な
ど
、
気
に

し
て
見
る
と
、
様
々
な
分
野
で
ア
ニ
バ
ー

サ
リ
ー
や
節
目
を
迎
え
る
の
に
気
が
付
く

だ
ろ
う
。

道
路
と
周
年
事
業

【工事通行止め】
◇東北中央自動車道　霊山IC～伊達中央IC
　２月20日（月）～２月28日（火）　各日20：30～翌6：00（土日祝日を除く）
◇東北中央自動車道　伊達中央IC～伊達桑折IC
　3月１日（水）～3月24日（金）　各日20：30～翌6：00（土日祝日を除く）
◇沖縄自動車道　宜野座IC
　２月27日（月）から3月４日（土）　各日20：00～翌6：00
【集中工事】
◇名古屋第二環状自動車道　上社南IC～名古屋西JCT
　４月９日（日）2：00～４月27日（木）24：00
　５月８日（月）2：00～５月27日（土）24：00
◇東名阪自動車道　名古屋西IC～伊勢関IC
　５月８日（月）0：00～５月21日（日）6：00
【リニューアル工事】
◇上信越自動車道　松井田妙義IC～碓氷軽井沢IC（下り線）
　２月27日（月）～12月22日（金）　終日（土日祝日、一部期間を除く）

０
時
か
ら
４
時
ま
で
の
間
に
高

速
道
路
を
Ｅ
Ｔ
Ｃ
に
て
通
行
す

る
車
両
を
対
象
に
３
割
引
を
実

施
し
て
い
る
。
社
会
資
本
整
備

審
議
会　

道
路
分
科
会　

国
土

幹
線
道
路
部
会　

中
間
答
申

（
令
和
３
年
８
月
４
日
付
け
）

（
以
下
「
中
間
答
申
」
）
に
お

い
て
、
深
夜
割
引
適
用
待
ち
の

車
両
の
滞
留
等
の
課
題
を
踏
ま

え
、
割
引
が
適
用
さ
れ
る
時
間

帯
の
走
行
分
の
料
金
を
対
象
と

し
て
割
り
引
く
こ
と
や
、
ト
ラ

ッ
ク
運
転
者
の
負
担
軽
減
等
の

た
め
、
割
引
適
用
時
間
帯
の
拡

大
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

中
間
答
申
に
基
づ
き
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

中
日
本
お
よ
び
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
西

日
本
で
は
、
国
土
交
通
省
と
と

も
に
深
夜
割
引
の
見
直
し
に
関

す
る
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
割

引
適
用
時
間
帯
の
走
行
分
の
み

３
割
引
と
し
、
割
引
適
用
時
間

帯
に
つ
い
て
現
行
の
「
０
時
か

現行

⇒

令和5年3月～

平均利用月額 デポジット額（※1） 平均利用月額 デポジット額（※1）

設定なし

750円 3,000円（新設）

1,250円 5,000円（新設）

2,500円 10,000円（新設）

5,000円 20,000円 5,000円 20,000円

10,000円 40,000円 10,000円 40,000円

15,000円 60,000円 15,000円 60,000円

20,000円 

（以降5,000円単位）

80,000円 

（以降20,000円単位）

20,000円 

（以降5,000円単位）

80,000円 

（以降20,000円単位）

※1　デポジット額は、平均利用月額の4か月分での計算となる。

現行

⇒

令和5年3月～

利用限度額 利用限度額

デポジット額の80％相当額 

（例）40,000円の場合、 

利用限度額は32,000円まで

デポジット額の100％相当額 

（例）40,000円の場合、 

利用限度額は40,000円全額可

ETCパーソナルカードWebサービス　https://www.etc-pasoca.jp/

高
速
道
路
の
深
夜
割
引
の
見
直
し

～
深
夜
走
行
分
の
み
割
引
対
象
に
す
る
と
と
も
に
割
引
適
用
時
間
を
拡
大
～

連
絡
高
速
道
路
㈱
は
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ

普
及
促
進
の
一
環
と
し
て
、
Ｅ

Ｔ
Ｃ
パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ー
ド
が
よ

り
利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
利

用
条
件
を
見
直
す
と
し
て
い

る
。

　

具
体
的
に
は
、
令
和
５
年

３
月
１
日
か
ら
、
こ
れ
ま
で

２
０
，
０
０
０
円
が
デ
ポ
ジ
ッ

ト
の
最
低
額
だ
っ
た
も
の
を

月
あ
た
り
の
利
用
額
が
２
，

５
０
０
円
以
下
の
利
用
者
向
け

に
、
デ
ポ
ジ
ッ
ト
額
「
３
，

０
０
０
円
」
、
「
５
，
０
０
０

円
」
、
「
１
０
，
０
０
０
円
」

を
新
た
に
設
け
る
と
と
も
に
、

ETCパーソナルカードの
利用条件の見直し

　

国
土
交
通
省
で
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

を
受
け
る
飲
食
店
等
を
支
援
す

る
た
め
の
緊
急
措
置
と
し
て
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
や
テ
ラ
ス
営
業
な

ど
の
た
め
の
道
路
占
用
許
可
基

準
の
緩
和
措
置
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
緩
和
措
置
の
占
用
期

間
に
つ
い
て
、
現
下
の
状
況
を

踏
ま
え
、
歩
行
者
利
便
増
進
道

路
制
度
へ
の
移
行
中
の
も
の
へ

の
経
過
措
置
を
除
き
、
予
定
通

り
令
和
５
年
３
月
31
日
に
終
了

す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。

　

ま
た
、
地
方
公
共
団
体
に
対

し
て
も
本
取
組
を
参
考
と
し
て

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
制
度
へ

の
円
滑
な
移
行
に
向
け
た
取
組

を
行
う
よ
う
要
請
し
て
い
る
。

「新型コロナウイルス感染症の影響に対応する
ための沿道飲食店等の路上利用に伴う道路占用
の取扱いについて」の終了等について

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
中
日
本
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

西
日
本
、
本
州
四
国
連
絡
高
速

道
路
㈱
お
よ
び
宮
城
県
道
路
公

社
で
は
、
国
土
交
通
省
か
ら
の

依
頼
を
受
け
て
検
討
し
た
結

果
、
交
通
混
雑
期
等
に
お
け
る

交
通
分
散
の
観
点
な
ど
か
ら
、

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
を
搭
載

し
て
い
な
い
車
両
は
利
用

で
き
な
い
。

　

Ｅ
Ｔ
Ｃ
が
使
え
な
い
状

態
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
未
設

置
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
未
挿

入
な
ど
）
で
誤
っ
て
Ｅ
Ｔ

Ｃ
専
用
料
金
所
を
利
用
し

た
場
合
は
後
退
せ
ず
に
、

『
Ｅ
Ｔ
Ｃ
／
サ
ポ
ー
ト
』

ま
た
は
『
サ
ポ
ー
ト
』
と

表
示
さ
れ
た
レ
ー
ン
を
通

行
し
、
一
旦
停
止
し
て
係

員
な
ど
の
指
示
に
従
っ
て

通
行
す
る
。

中
京
圏
初
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
専
用
料
金
所
の
運
用
開
始

一般道における案内イメージ 高速道路本線における案内イメージ

ら
４
時
」
を
「
22
時
か
ら
翌
５

時
」
へ
拡
大
す
る
方
針
で
あ

る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
令
和

６
年
度
中
を
目
処
に
見
直
す
予

定
で
あ
り
、
具
体
的
な
割
引
の

見
直
し
運
用
開
始
時
期
に
つ
い

て
は
、
改
め
て
発
表
す
る
と
し

て
い
る
。

【
見
直
し
の
概
要
】

◇
深
夜
割
引
適
用
時
間
帯
に
走

行
し
た
分
の
み
３
割
引

◇
深
夜
割
引
適
用
時
間
帯
を
22

時
か
ら
翌
５
時
に
拡
大

◇
深
夜
割
引
の
見
直
し
に
あ
わ

せ
て
、
４
０
０
㎞
超
の
長
距
離

逓
減
制
を
拡
充

《
割
引
見
直
し
運
用
開
始
後

の
激
変
緩
和
措
置
（
５
年
程

度
）
》

〇
深
夜
割
引
適
用
車
両
の
う
ち

１
，
０
０
０
㎞
以
上
走
行
し
た

場
合
は
、
１
，
０
０
０
㎞
を
超

え
る
部
分
を
割
引
対
象
走
行
分

に
追
加

〇
22
時
台
に
高
速
道
路
を
流
出

し
た
車
両
に
つ
い
て
、
22
時
台

に
走
行
し
た
分
は
、
深
夜
割
引

の
割
引
率
を
２
割
と
す
る

※
今
回
の
見
直
し
に
際
し
て
、

深
夜
割
引
を
「
Ｅ
Ｔ
Ｃ
マ
イ
レ

ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
」
ま
た
は
「
Ｅ

Ｔ
Ｃ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
カ
ー
ド
」

へ
の
後
日
還
元
型
に
よ
る
割
引

制
度
に
変
更
す
る
。
（
長
距
離

逓
減
制
の
拡
充
は
除
く
）

※
今
回
の
見
直
し
に
際
し
て
、

割
引
適
用
時
間
帯
の
走
行
分
を

把
握
す
る
た
め
、
高
速
道
路
上

へ
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
無
線
通
信
専
用
ア

ン
テ
ナ
の
設
置
や
シ
ス
テ
ム
改

修
等
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
現

下
の
世
界
的
な
半
導
体
不
足
の

影
響
に
よ
り
、
導
入
時
期
に
影

響
を
及
ぼ
す
場
合
が
あ
る
。

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
、
お
盆

お
よ
び
年
末
年
始
は
全
国
を
対

象
と
し
て
休
日
割
引
を
適
用
し

な
い
こ
と
と
し
て
い
る
（
令
和

４
年
３
月
16
日
発
表
済
み
）
。

　

令
和
５
年
度
に
つ
い
て
も
、

休
日
割
引
が
適
用
さ
れ
な
い
と

し
て
い
る
。

デ
ポ
ジ
ッ
ト
額
に
対
す
る
利
用

限
度
額
を
こ
れ
ま
で
の
80
％
相

当
額
か
ら
１
０
０
％
に
変
更
す

る
と
し
て
い
る
。

　

高
速
道
路
の
深
夜
割
引
に
つ

い
て
は
、
並
行
す
る
一
般
道
路

の
沿
道
環
境
改
善
を
目
的
に
、

詳細は　https://dc2.c-nexco.co.jp/etc/service/dedicated_etc.html

令和５年度における休日割引の適用除外日

高速道路の主な工事に伴う通行止め・規制情報


